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至り、海上に落下した。気球の南米接近
に際しては、航空路への影響が懸念され、
関係各方面と協議の上、南米の航空管制
当局へ気球接近の警報を送った。関係各
位にはたいへんご心配をおかけしたこと
を、ここにお詫びいたします。
再実験へ向けて
PPB 8、10号機は南極大陸を半周し、
それぞれ26日間、19日間の長期観測に成
功した。現在、南極基地の地上観測、人
工衛星観測データとあわせ、データの解
析が進められている。
今回のPPB実験では衛星回線を用いた
気球からのデータ通信など、新たな技術
的試みが成功した反面、コマンド系の誤
動作、南米方面への漂流などの問題が発
生した。これらの問題点については現在、
原因がほぼ究明され、解決方法が見出さ
れている。
44次夏隊で持ち帰られた7号機（宇宙
線観測）は、2年間にわたり多額の経費
と労力を費やして製作と試験が重ねられ
た、世界的にすぐれた観測機であり、早
期の再実験が期待されている。この観測
機を再び、安全・確実に南極の空へ浮か
べ、宇宙論に貢献できる観測データが得
られるよう、われわれは努力をつづけて
いる。
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第44次隊における南極周回気球実験
山岸久雄
超高層物理学第一研究部門・教授
和基地での準備作業が進められていった。
しかし、ここで予期しない事故が発生
した。最初に書いたようにPPB 7号機
（宇宙線観測）のコマンド装置に誤動作
が発生し、放球直前に気球と観測機をつ
なぐロープが切断され、気球のみが上昇
してしまった。PPB 9号機（オーロラ観
測）では、誤動作防止のため、気球上昇
時、高度15kmまでコマンドを抑制した
が、抑制解除直後にカッターコマンドが
誤動作し、観測機は気球から切り離され
てしまった。この誤動作の原因について
は、平成15年4月、日本に持ち帰った7号
機を気球実験班がくわしく調査した結
果、気球に帯電した静電気がコマンド受
信器に放電し、発生したらしいことがわ
かった。
2機が南極周回観測を行う
これなら絶対、カッターが誤動作しな
い、との対策をとったPPB 8号機、10号機
（オーロラ観測）の放球準備が整ったが、
今度は地上風が弱まらず、1週間近い風待
ちを余儀なくされた。1月13日、昭和基
地実験班より「今朝、風が弱まりました。
今日は行けそうです」との電話が入った。
ただちに観測機担当者に召集をかけ、午
後2時、超高層実験室に磁場、オーロラX
線、自然電波などの担当者がそろった。
昨年来、設計会議、環境試験でいっしょ
に働いてきた馴染みの顔ぶれである。
昭和基地からは30分ごとに、観測機の
データファイルが衛星回線で送られてく
る。担当者からの「観測機異常なし」の
メッセージを昭和基地に伝える。基地で
は順調に気球展張、ガス注入作業が進み、
日本時間午後3時46分、「8号機の放球に成
功しました」との一報が入る。実験班は
休む間もなく10号機の放球準備にかかり、
午後9時16分、「10号機の放球に成功」と
の知らせが入った。気球から衛星回線で
送られてくるデータを用い、PPBホーム
ページ上に8号機と10号機の飛行経路が
追いかけっこをするようにのびていく。
われわれは、昭和基地実験班に長い間
の労をねぎらうメッセージを伝えたあ
と、祝杯をあげた。感慨にひたる間もな
く、気球からのテレメータ信号受信のた
め英国基地に滞在中の片寄さん、中山基
地の張さん、気球との同時観測を依頼し
た各国の南極基地波動観測担当者へ、気
球放球成功の知らせと各基地予想通過日
時を電子メールで知らせる。気球データ
受信班はこれから20日間、2交代制で当
番に入った。周回飛行開始時には静かだ
った地磁気活動度は、1月20日ごろから
活発になり、順調にオーロラX線のイベ
ントが観測されはじめた。白夜のため目
では見えなくても、オーロラは確実に出
現していた。これにともなう電波も、毎
日さかんに受信された。
気球の漂流、南極海からパタゴニアへ
南極大陸上空の成層圏風は夏の間、安
定な東風であるが、1月下旬には風速が
遅くなり、ついには西風に反転する。
PPBは安定な東風が吹いている間に南極
周回を完了するよう、1月10日前の放球
が予定されていたが、コマンド系の事故
のため放球が13日に遅れた。そのためか、
気球飛行速度は南極半島をこえた1月20
日ごろから遅くなり、29日にはついに停
止し、逆行をはじめた。折から北向きの
風向成分が加わり、気球は南極大陸を離
れ、南極海上空を南米方面に向かって流
れ出した。
10号機は、高度10数kmの速い気流に
乗り、1月31日にパタゴニア西方300km
に到達し、気球が破裂、観測機は海上に
パラシュート降下した。8号機は高度が
下がらず、南米方面へゆっくり移動をつ
づけ、2月7日にパタゴニア西方500kmに
取りつかれた極地研超高層物理学研究グ
ループ、宇宙科学研究所気球工学グルー
プは、28次隊での予備実験を皮切りに、
30次隊での周回実証実験、32次、34次隊
での本観測、と順調に技術開発を進め、
夢を現実のものとしてきた。
しかし観測上、1つの制約があった。
それは地上へのデータ伝送である。デー
タ受信基地がきわめて少ない南極では、
無線テレメータに頼ることは困難なた
め、PPB実験開始以来、われわれはノア
衛星アルゴスデータサービスを利用して
きた。しかし、アルゴスはもともと海洋
ブイ用であり、送れるデータ量が少なく、
本格的観測には不十分であった。極域気
球からもっと多量にデータを送れる方法
はないかと探していたわれわれは、イリ
ジウム衛星電話サービスの開始を知った。
イリジウムは66個の極軌道衛星が相互
に中継しながら、地球全域をサービスエ
リアとする巨大なシステムである。一方、
利用者側から見れば、軽量小型・小電力
の携帯端末さえあれば、地球上の任意の
場所からデータ通信ができるという便利
なシステムであり、気球観測や極地での
観測には非常に有効である。今回立案さ
れたPPB実験は、衛星データ通信を主に、
無線テレメータを副として、多量な観測
データを送る本格的観測をめざした。
その目的は2つあり、（1）高エネルギー
一次宇宙線のエネルギースペクトルと到
来方向観測、（2）編隊飛行気球によるオー
ロラ現象の総合観測、である。前者は、
今までの昭和基地気球実験では最大の10
万m3気球を用いる。一方、後者は5万m3
の気球3機を連続放球し、編隊飛行させる
ことにより、磁気圏の境界領域で発生す
る現象の時・空間変動を分離して観測す
る。このように大がかりな気球実験を遂
行するため、宇宙科学研究所から3名の
気球専門家が44次観測隊に派遣され、昭
平成14年12月下旬から平成15年1月上旬、昭和基地から南極周回気球が放球された。
観測データの機上画像処理、人工衛星回線による気球からのデータ通信など、先端技
術を多用した気球観測機は予想外のトラブル発生に苦しみながらも、20日間前後の
長期観測に成功した。その経緯を紹介する。
昭和基地のCヘリポートに開設された気球実験場でヘリウムガス注入中のB-50型気球と、放球待機中のオーロ
ラ現象観測機（44次隊、並木道義隊員撮影）
放球直前、昭和基地から送られてくる気球観測機の
データを確認中の国内実験班員。
多難なPPB実験のはじまり
平成14年12月30日、極地研超高層実験
室には10数名の宇宙線研究者、大学院生
が集まり、パソコンの画面に見入ってい
た。そこには昭和基地で放球を待つ気球
観測機からのデータが衛星回線で送ら
れ、表示されていた。昭和基地気球実験
班とのホットラインもつながっており、
受話器を通して現地からの緊張した雰囲
気が伝わってくる。放球の一瞬を息詰ま
る思いで待つわれわれの耳に、受話器を
握る山上助教授（宇宙研）の声が響く。
「気球を放球した、ウン。なにっ! メイ
ンカッターがはたらいた？　観測機は地
上に残ったまま？」PIの鳥居教授（神奈
川大）は一瞬目をつぶり、頭をかかえた。
その後1カ月以上にわたって続いた気球
実験は、開始早々、このように大きな衝
撃に見まわれてしまった。
南極大陸を周回する気球観測をしよ
う! この魅力的なアイデアを最初に提唱
したのは小玉正弘先生であり、先生はこ
れをPolar Patrol Balloon（PPB）と名づけ
られた。極地の上空を10数日かけて移動
する気球観測には、極地上空を30分足ら
ずで通過してしまう人工衛星にはない、
特有の利点がある。この魅力的な計画に
PPB大気球飛翔結果（第44次日本南極地域観測隊）
ブエノスアイレス 
昭和基地 
南極海 
南極 
南極点 
8号機 
10号機 
180
0
90270
［正射図法］ 
0 500 1000 1500km
1:40,500,000
昭和基地より、1月13日に放球されたPPB8号機（赤）
と10号機（緑）の飛行経路
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立した基地主要部を構成している。
隊員は、冷蔵・冷凍スペースの充実に
よって、各多様な冷凍食糧に裏打ちされ
た食生活を基地主要部で営むことができ
る。また基地内での汚水処理、床暖房の
ある個室、実質的に不満のない水供給体
制、結果的に毎日入ることのできる風呂
など、隊員の生活水準はかなり高いとい
える。造水などフィルター技術の進歩を
ふくめた科学技術の恩恵である。
基地でたまたま読んだ週刊誌に「文明
とは、人々が心地よく日々の生活ができ、
社会から受ける鬱懐が少ないままに生活
を過ごしうるシステムであり、普遍的で
他民族が取り入れることができるもので
ある。チベット人やイヌイットがいかに
充足していてもそれは文化であり文明で
はない（司馬遼太郎『週刊朝日』2002年
6月30日、「オランダ紀行」）」と記されて
いたが、このような意味では昭和基地は
まさに文明化されたといえるであろう。
自然環境と文化
基地主要部から離れたそれぞれの観測
用の建物で、担当隊員は観測に従事して
いる。従来から南極の厳しい自然環境は
かわっていないということは、何度も述
べられているところである。はげしいブ
リザードのもとでは、基地主要部と各観
測棟の行き来も危険にさらされる。した
がって、生活も制約を受ける。またブリ
ザードは、基地主要部を静電気でおおい
尽くす。ネットワークを切り、コンピュ
ータを保護したが、仕事ができなくなっ
た。さらにブリザード後の基地は、大き
くドリフトでおおわれた。基地の除雪に
は重機の支援が不可欠である。
個人が道具を利用して身を守り、個人
の自由度を増加させることが科学技術の
理想であろう。先人は壊血病などを克服
し、極域での生存スペースを拡張してき
たわけだが、道具が活用できない場合の
対処方法は昔のほうがすぐれているだろ
う。近代化は文明をもたらしたが、自然
の中での個人の行動に指針を与え、個人
の自由度を実質的に増加させ、科学技術
の積極的な活用と個人の行動への多様な
フィードバック機能を充実させることが
重要かと感じた。人身事故には至らなか
ったが、クレバス事故をおこしてしまっ
た大型雪上車などの状況、ドリフトにお
おわれた基地を考えると、近代文明の中
で暮しはじめた人間と自然との対峙関係
に複雑な思いがする。
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ハイテクノロジーに支えられた人間活動
第43次日本南極地域観測隊・越冬隊は
2001年11月末に出発し、1年間予定した
観測・設営作業を無事終了し、2003年3
月末に帰国した。出発直前の2001年9月
には、ニューヨーク貿易センタービルが
テロ攻撃によって倒壊した。また帰国時
には、われわれが乗りこんでいた航空機
が突然故障し、最終的には当日の出発を
中止する憂き目に遭った。南極観測の開
始以来、帰国延期ははじめての事態だと
いう。
われわれ43次越冬隊40名は、一部の隊
員がドームふじ観測拠点再開活動などの
ため、長期間の野外活動を行ったが、基
本的には昭和基地をベースに行動した。
最近の昭和基地事情をふくめ、感じた
ことを述べることにする。
観測隊報告
文明化を実感した昭和基地の現在
─第43次越冬隊報告
ネットワーク化による情報交換
基地に生活して驚いたことは、ネット
ワーク上での情報活用であった。野外活
動の実施にあたっては、朝早くから気象
部門作成のホームページで気圧・風の変
動を確認し、行動実行計画立案の参考に
していた。多くの隊員がかかわるオペレ
ーションでは、事前に作業手順などがメ
ールで配布され、打ち合わせではネット
ワーク上に置いた書類をパソコンで開
き、液晶プロジェクタで投影し、担当者
が説明していた。隊員の撮ったデジタル
写真もネットワーク上の共通の場所に置
き、ほかの隊員も有意義に活用した。
日勤、夜勤、変則的な観測形態などの
ため、隊員の活動時間はさまざまで、個
人間の連絡でもメールが多用されてい
た。電話の普及前は、電話で話すことに
よって会議を減らすことが期待されてい
たそうである。しかし実際には、電話は
会議開催の調整に多用され、顔を合わせ
る会議の必要性がますます増えたそう
だ。昭和基地生活の特徴は、構成員であ
る隊員全員が夕食時に集まることであ
る。メールで事前連絡された内容を夕食
時に簡潔に説明、場合に応じて内容を掲
示することによって、不要な会議を減ら
しつつ、情報交換はスムーズになってい
たようだ。
野外行動支援設備
野外活動ではGPSが多用されている。
海氷上のルートポイントもGPSで測定さ
れ、デジタルの地図画像上に落とされて
いく。新たに作成したルートが地図上で
直ちに確認できる便利さは見事なもの
だ。私が以前、越冬したときにはハンド
ベアリングコンパスと雪上車距離計での
ポイント測定、地図上に分度器を用いて
手作業でルートを落としたものである。
また内陸用に開発された大型雪上車に
は、GPSと並んでレーダが運転席前面に
装着されており、車輌運行支援システム
として、野外行動の自由度が過去と比較
して大きく増加したといえる。
基地生活の快適さ
現在の昭和基地の主要部は、基地生活
を支える管理棟・倉庫棟・通路棟・居住棟・
発電棟・汚水処理棟などとよばれる建物
が接続している。管理棟には通信室・隊
長室・図書室・庶務室・食堂・医務室・娯
楽室などが、発電棟には発電機・造水設
備・風呂・洗面所などが、倉庫棟には設営
用資材や食糧の冷蔵・冷凍保管庫などが、
居住棟には隊員の個室などが配置されて
いる。さらに、汚水を汚水処理棟に導入
している。これら各棟を通路棟などで接
続して空調を行ない、完全に外部から独厳冬期（8月）の内陸旅行のキャンプ地
除雪に追われる基地主要部風下側
2003年3月に帰国した第43次隊。ハイテク化が進んだ昭和基地の実情と観測活動を
報告する。また、厳しい自然環境の中での活動を通して、人間と自然との対峙につい
て考える。
極地研NEWS no. 167 September. 2003
神山孝吉
第43次南極地域観測越冬隊長
地球物理学研究部門・教授
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量の物資輸送量である。
放送センター建設と廃棄物デポ山の処理
夏期建設作業は、NHK放送記念事業
に関連する工事を中心に展開した。第2
廃棄物保管庫のオーバースライダー改修
工事を皮切りに夏期建設作業を開始し、
NHK放送事業用の建設作業（直径4.8mパ
ラボラアンテナ・放送棟・発電機小屋・
ロボットカメラなどの建設およびその内
部設備・送配電線工事など）と、燃料送油
管の第2年次敷設工事とを同時並行的に
推進した。また、300kVA発電機1号機
のオーバーホール、基地側燃料タンクの
防油堤建設工事、インテルサットアンテ
ナの架台部基礎とレドーム部基礎のコン
クリート打設工事他の建設作業を順次行
った。左の写真は竣工式を終えたNHK南
極ハイビジョンセンタ （ー2003年1月22日
撮影）の放送スタジオ棟と直径4.8mの
パラボラアンテナである。
さらに、Bヘリポート近くに過去の観
測隊によって年々蓄積されつづけた廃棄
物デポ山の処理作業を行った。廃棄物デ
ポ山の処理は、｢しらせ｣乗組員の強力な
作業支援を得て、観測隊員ともども精力
的に作業して、デポ山の大小さまざまな
廃棄物を持ち帰り可能な状態に解体・整
理した。廃棄物デポ山の解体作業は、天
候にも恵まれて当初計画を上回る設営的
な成果をあげ、南極条約環境保護議定書
の精神を遵守する実践行動として評価で
きる。
南極周回気球実験（PPB）
PPB飛翔実験は、44次隊の夏期間にお
ける目玉観測計画であった。実験用観測
資材は、すべて緊急輸送物資として夏期
オペレーション初動期にCヘリポートへ
優先的に空輸した。飛翔実験は、2002年
12月30日、2003年1月6日および1月13日
（2機）に行ったが、切り離しカッター系統
の誤動作や、レベルフライト機能の失墜
などにより、南極を周回させてのデータ
取得は成らなかった。しかし、2機の大
気球の2週間をこえる長時間編隊飛行に
より、磁気圏擾乱イベントの同時観測に
成功し、所期の目的は達成された。
復路
「しらせ」は、2003年2月15日に昭和基
地最終便の後、反転北上し、復路の船上
観測などを計画に沿って実施しながら、
3月16日に東経150度線上で南緯55度を通
過して3月21日にシドニーに寄港した。
観測隊は3月29日空路成田に帰国した。
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編成の特徴
第44次南極地域観測隊は、南極地域観
測第VI期5カ年計画の2年次を担う観測隊
である。夏期の観測行動は、南極観測船
｢しらせ｣と｢専用観測船｣の2船方式で行
われた。オーストラリアから｢しらせ｣に
乗船して昭和基地に向かった本隊の編成
は67名(越冬隊40名、夏隊17名、同行者
10名)で、ニュージランドから｢専用観測
船｣で南極海へおもむいた別働隊は19名
(夏隊3名、同行者16名)で編成された。
越冬隊40名のうち8名は、過去80万年
をこえる地球規模の気候環境変動史を解
き明かす南極氷床深層コアを採取する観
測計画推進のために、ドームふじ観測拠
点で越冬し、南極氷床表面から岩盤まで
の3030ｍ余りを掘り下げる深層掘削機の
据え付けや、その周辺設備などの施設整
備にあたる。
同行者のうち4名は、南極TV放送記
念事業を推進するために昭和基地で越冬
観測隊報告
再開!!  氷床コア深層掘削
第44次夏隊報告
する。越冬隊に4名もの報道関係者が加
わるのは、南極観測史上はじめてのこと
である。また、越冬隊には宙空系の研究
観測を担当する2名の女性隊員が参加し
ている。女性が越冬隊へ参加するのは、
日本隊では４度目を数え、もはやめずら
しいことではなくなった。他方、出発時
の観測隊の平均年齢は、越冬隊が38.0歳、
夏隊が41.2歳を示し、観測隊の編成に高
齢化の兆候がみられる。
穏やかな暴風圏、順調な氷海航行
南極観測船｢しらせ｣は、2002年11月14
日に東京晴海ふ頭を出発した。観測隊は、
11月28日に成田から空路オーストラリア
に向けて出発し、翌29日にフリーマント
ルで｢しらせ｣に乗船した。｢しらせ｣は12
月3日に同港を発ち、船上観測を行いつ
つ南下、比較的軽微な動揺のうちに暴風
圏を通過した。12月15日にはリュツォ・ホ
ルム湾の北方海域に到達し、ただちに昭
和基地に向けて氷海航行を開始した。12
月17日に昭和基地へ第1便を送り、26日
に昭和基地の見晴らし岩沖に接岸した。
｢しらせ｣の氷海航行は、リュツォ・ホル
ム湾の軽密度な浮氷域と、浮氷域と定着
氷域間の大きな開水面などの海氷状況が
幸いして順調であった（｢しらせ航跡図｣
参照）。
過去最大の物資輸送量
昭和基地での夏期間のおもな課題は、
ドームふじ観測拠点への内陸旅行(第II期
氷床コア深層掘削計画)、昭和基地への
越冬物資の輸送、NHK放送センターの
建設を含む基地建設作業、南極周回気球
飛翔実験（PPB：ポーラー・パトロー
ル・バルーン）、航空機利用による航空
写真撮影、リュツォ・ホルム湾露岩域お
よび海氷域での野外調査などである。こ
れらの課題のうち、航空機利用の夏期観
測は海氷滑走路の融雪促進、とくに北の
浦の海氷誘導路への急激なパドル発達が
進行したため、航空機運用を中止した。
夏期作業は、輸送・建設・基地観測・
野外観測などを同時並行的、あるいは優
先系統的に推進させた。昭和基地の夏期
オペレーション立ち上がり期の物資空輸
は、PPB実験およびNHK放送センター
の建設作業などにも関連し、例年の2倍
強の物資量約50トンを緊急物資として空
輸した。ドーム越冬隊の内陸旅行のため
の大陸氷床上見返り台（通称S16）への人
員・物資輸送は、スリング物資13便をふ
くめ約92トンを空輸した。
ドーム越冬隊は、2002年12月30日に
S16を出発し、2003年1月19日にドーム
ふじ観測拠点に到着して南極氷床コア深
層掘削活動を再開した。昭和基地への物
資輸送では、空輸、氷上およびパイプ輸
送で総計1133トンを輸送した。これは
S16への輸送物資と合わせて、過去最大
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昭和基地全景（2003年2月15日）
過去80万年をこえる気候環境変動史を探る「氷床コア深層掘削計画」、NHK放送セン
ターの建設、南極周回気球実験など、夏期の観測行動を終えた第44次隊。その多岐
に富んだ活動と成果を報告する。
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鮎川 勝
第44次南極地域観測隊長
極地設営工学部門・教授
南極ハイビジョン放送センター外景
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極地研TOPICS
ドームふじ観測拠点における
昼側オーロラの観測
宮岡 宏
情報科学センター・助教授
の小川に多数生息するマスである。生態
的な攪乱といったことが問題視される以
前、フランス人たちは故郷の河川からせ
っせとマスを移入したのである。その試
みは幸か不幸か成功し、今回も調査の合
い間に帰化動物の駆除につとめた次第で
ある。
ほかにも、いてはいけないはずのネコ
やウサギを実にしばしば目にした。ネコ
は50年前に基地から逃げ出した黒ネコ2
匹の子孫が、現在5000匹ほどに増加し、
島内に散らばっている。ときにペンギン
なども襲っているようであるが、同じく
帰化動物のネズミを捕食しつつ生きのび
ているとのことであった。芝生のような
緑の上に寝そべるゾウアザラシと、その
まわりをかけまわるウサギの絵は、一見
のどかな風景であるが、貴重な植生の破
壊という観点からは、影響は深刻である
とのことであった。
帰りは、アムステルダム島経由でレ・
ユニオンに戻った。なお、乗船者の半分
は観光客であった。1カ月間かけて3島を
めぐるツアーの代金は40万円ほど。島に
到着するたびに、客のリクエストに応じ
てヘリコプターによる島内観光なども行
われていた。観光客からの収入も、今や
フランスにおける極域観測の貴重な資金
源になっているのだという。
40人ほどが座れる食堂で4名ほどの正装
した給仕がつくので、高級感がある。赤
とロゼのテーブルワインが常時置いてあ
り、飲み放題である。食後はみんなバー
に移動し、コーヒーを飲む。バーでは、
酒類のみ有料である。税金が含まれてい
ないせいか、かなり割安感があった。
出航後、6日でクロゼ島に到着した。
1996年にキングペンギン調査で2カ月ほ
ど滞在した、なつかしい場所である。越
冬する人数が25名ほどで、こぢんまりし
た雰囲気が漂っている。クロゼ島を出航
した後、5日でケルゲレン島に到着した。
ケルゲレン島基地には、夏期間常時100
名以上の人が滞在し、小さな町といった
風情である。東西・南北それぞれ60km
ほどの大きさの島で、西側半分は多くの
入り江からなるフィヨルド地形、東側の
半島は多くの湖沼を含む湿地帯となって
いる。基地の主要部は、東側の半島の1
つの入り江に集中しており、港と建物間
は一部舗装した道路で結ばれている。移
動手段は徒歩ないし四輪駆動車で、基地
から30km以上離れる際は、点在する小
屋へ宿泊しつつ徒歩によって移動する。
今回のミナミゾウアザラシ調査では、
毎日20km近く歩きまわった。おかげで、
島の様子をくわしく見てまわることがで
きた。釣りキチの私が驚いたのは、島中
亜南極 
ケルゲレン島基地 
（フランス） 
昭和基地 
（日本） 
極地研NEWS no. 166 May. 2003極地研NEWS no. 167 September世界の南極基地│
亜南極ケルゲレン島基地
──フランス
インド洋の南緯49度、東経70度の地点
に、ケルゲレン島がある。1772年に同名
のフランス人によって発見された島で、
現在観測基地が設けられ、気象学・地球
物理学・生物学などの各種観測が継続さ
れている。2002年11月から12月にかけて、
この亜南極の島を訪れる機会を得た。
ケルゲレン島へはフランス観測船マリ
オン・デュフレン（Marion Dufresne）
にて向かう。出港地は、インド洋南緯21
度、東経55度の地点に浮かぶリゾート地
のレ・ユニオン島（仏領）である。イン
ド洋上には、ほかにもクロゼ島（南緯46
度、東経51度）とアムステルダム島（南
緯38度、東経78度）に観測基地が設けら
れている。夏期間中に、レ・ユニオンか
らクロゼ、ケルゲレン、アムステルダム
とめぐって、レ・ユニオンへ戻ってくる
といった航海が4～5回繰り返される。観
測にかかわる研究者や設営担当隊員ら
は、それぞれ自らの任務に応じて随時、
民間航空機でレ・ユニオン入りし、乗船
する。
私にとって、今回の調査は3カ所目の
フランス基地訪問ということになる。す
べての基地で共通していたのは、飯のう
まさである。昭和基地の食事のレベルも
かなり上等であると思うが、フランス基
地におけるゴージャスな食事は、観測船
上からはじまる。まずは軽い前菜が出て、
次にメインが出てくる。最後はデザート
とチーズの盛り合わせで締めくくるが、
佐藤克文　
寒冷生物学第一研究部門・助手
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ゾウアザラシ注意の標識
ゾウアザラシと帰化動物のウサギ
現在南極越冬中の第44次観測隊では、
昭和基地に加え内陸のドームふじ観測拠
点においても本格的なオーロラ観測を実
施している。安定した気象条件のおかげ
で予想以上に長時間観測が行われてお
り、さらに地理緯度が高いことから、昭
和基地では難しい昼間側のオーロラ観測
も可能となっている。インマルサット衛
星経由で準リアルタイムに送られてくる
画像データを用いて進行中の昼側カスプ
オーロラの研究の概要を紹介する。
夜側・昼側のオーロラ観測に適した
ドームふじ観測拠点
ドームふじ観測拠点（77.3S, 39.7E）は、
磁気緯度70.9°（L=9.5）で夜側オーロラオ
ーバルの高緯度境界付近に位置し、オー
ロラサブストームの発生過程を研究する
上で重要な内部磁気圏領域に対応してい
る。この磁気緯度は、北半球ではカナダ、
グリーンランド以外は北極海が占め、地上
観測点は限られている。スピッツベルゲ
ンとほぼ同じ地理緯度にあるため、4月下
旬から8月中旬まで続く極夜期には正午
付近に発生するカスプオーロラも観測す
ることができる。現在、観測拠点の大気
観測棟内に設置した全天デジタルカラー
カメラと全天TVカメラを用いて連日12時
間以上に及ぶオー ロラ観測が行われている。
ダイナミックに変動する
オーロラオーバルと昼側カスプオーロラ
観測の一例を図に示す。本年5月29日
1224UT、太陽面のコロナガス噴出（CME）
に起因する太陽風擾乱が地球磁気圏に到
達し、中規模の磁気嵐（Dst: -131nT）が発
生した。この時、ドームふじ観測拠点は
ちょうど昼間側（磁気地方時～13時）にあ
り、酸素原子の発光である赤いオーロラ
が低緯度側に観測された（図A上）。静穏
時のカスプ領域は磁気緯度75～78°付近
でドームふじのはるか高緯度側にある。
ところがGOES衛星（米国）の磁場データ
によると、この時、昼側の磁気圏境界面
は強く内側に圧縮され、静止軌道（6.6Re）
内側まで縮退していたことが判明した。
つまり、ドームふじは、カスプの高緯度
側（極冠域）に入っており（図A下）、低緯
度側に観測した赤いオーロラはカスプオ
ーロラそのものであった。その後、オー
ロラオーバルが再び高緯度側に戻る過程
でドームふじ観測拠点は昼側カスプオー
ロラの直下に入り、その発光構造を詳細
に捉えた（図B）。このカラー画像から、
カスプ付近のオーロラは高緯度側から順
に、磁力線に沿って全体が赤く発光する
タイプd、高々度で赤く低高度は緑白色
のタイプa、全体が一様に緑白色に光る
ディフューズオーロラの3重構造となって
おり、降下粒子の組成やエネルギーが異
なる境界領域に対応していることを示し
ている。下段の図は、ほぼ同時刻に上空
を通過したDMSP衛星の粒子観測データ
から推定したオーロラオーバルの全体像
であるが、上段の全天カメラのオーロラ
画像と極めてよく一致している。この赤
いカスプオーロラは、磁気地方時で2時
間40分離れた南極点基地（米国）の全天
イメージャーでも捉えられており、今後、
衛星データなども併せ、さらに総合的な
解析を進めていく予定である。
ドームふじ観測拠点の全天カラーカメラで捉えた昼
側カスプオーロラ（上段Ａ・Ｂ）とDMSP衛星粒子
データから推定したオーロラオーバルのスナップシ
ョット（下段）。赤丸はドームふじ観測拠点を示す。
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南極大陸での野外観測では、無人自動
観測技術が有用である。これを国立極地
研究所の研究分野を横断する基盤技術と
して育成することをめざし、平成12年度
より研究小集会を開催してきた。今回は
その3回目であり、3月27日に開催した。
超高層、地学、気水圏、生物分野より
基盤技術、科学研究の両面から発表があ
った。移動体による自律的観測（AUV、
模型飛行機、ペネトレータなど）、無人
観測点からのデータ通信（イリジウム衛
星回線など）、低消費電力化などには各
分野共通して、高い関心が寄せられた。
観測対象としては地磁気、地震、気象、
生態系微気象などがある。無人自動観測
技術に対し、分野をこえた共通認識があ
る程度得られ、今後の協同プロジェクト
発展への糸口が見えた気がする。
（山岸久雄：超高層物理学第一研究部門・教授）
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南極プレートの構造と進化
ワークショップ
WORKSHOP
3月3日～5日にボルダ （ーアメリカ）に
て「南極プレートの構造と進化に関するワ
ークショップ」（Structure and Evolution
of the Antarctic Plate 2003（SEAP2003）
が開催され、筆者が参加した。
3月7日、「自律型模型航空機の現状と研
究観測に関する研究会」をリーダーシッ
プ経費で行った。参加者は51名で、16の
講演が行われた。今まで自律型模型航空
機の開発と利用は、企業や研究機関で独
自に行われ、相互の交流はほとんどなか
った。どのような自律型航空機が国内に
あり、どのような目的に使用され、これ
無人自動多点観測
南極リュツォ･ホルム湾の
海氷研究
南極における航空機地学観測
論が行われた。総合討論を通して、日独
航空機共同観測の枠組みの中で、国内で
十分研究計画の吟味・整理を行い、分野
の担当者どうしで話し合いを進めていく
こととなった。また、今年度内に、共同
観測計画全体を具現化していくために、
ドイツの関係者とのワークショップを開
催し、総合討論で議論された問題点など
を解決していくこととなった。
（野木義史：地学研究部門・助教授）
わが国では北欧をはじめ広汎な北極域
において、EISCATやSuperDARN、ALIS
をはじめ様々なレーダー、光学の観測が
行われている。一方では、国内学術研究
体制の変革も目前に迫り、北極超高層研
究の今後について研究者コミュニティと
流氷域 
定着氷 
南極大陸 
35E 40E
70S
68S
中層大気および
下部熱圏領域力学の観測
北極域超高層観測研究
3月20日に極地研の第一会議室におい
て、「南極および北極における中層大気
および下部熱圏領域力学の観測に関する
研究小集会」を開催した。極域の中層大
気から下部熱圏を、おもに観測を通して
研究している研究者が最近の観測結果を
持ち寄った。参加者は所内外合わせて12
名で、ゆっくりと時間をとって議論する
ことができた。
過去5年間ほどの間に、北極および南
極ともに、日本の研究者による各種レー
ダーおよび光学装置を組み合わせた複合
的な観測が行なわれるようになり、デー
タも蓄積されつつある。発表では、各種
の大気波動の振舞いに関する研究のほ
か、成層圏突然昇温時の成層圏と中間圏
の関係の議論など、これまでは概して
別々に研究されていた大気層の相互関係
の議論も行なわれ、より広い高度領域の
研究が観測を通して次第に可能となって
きたことがうかがえた。しかし一方で、
中間圏・下部熱圏の高度域では観測点の
不足から経度方向の情報に乏しく、大規
模な大気の構造には不明点が多いのが現
状である。今後はレーダー観測網の整備
などが必要といえる。
（堤雅基：北極圏環境研究センター・助手）
しての共通認識をもつことが不可欠とな
っている。このため、北極科学研究推進
について極地研所長に対し勧告する委員
会である国立極地研究所・北極科学研究
推進特別委員会の超高層分科会第2回拡
大部会が3月26日に開催された。講演とし
て「地球電磁気学, 太陽地球系物理学に
おける北極研究の意義」、「今後の北極研
究について国立極地研究所に期待するも
の」など合わせて15件の講演がなされ、
これらに関する討論を通じて、今後の大
学と大学共同利用機関における北極研究
の進め方、枠組みなどについて有用な指
針が得られたと考えている。また、参加
者からも非常に有意義な会合であったと
の感想を得た。なお参加者は所外13名、
所内4名の計17名であった。
（麻生武彦：北極圏環境研究センタ ・ー教授）
ワークショップ「南極リュツォ・ホル
ム湾における海氷研究の現状と将来展
5月8日、所内外32名の参加を得て、「南
極における航空機地学観測に関する研究
小集会」を開催した。今回は、前回開催
した研究小集会を踏まえ、国立極地研究
所とドイツのアルフレッド・ウェーゲナ
ー極地海洋研究所（AWI）との航空機共同
観測の中で実施する具体的な科学計画・
目標を議論する場として、事前に提案を
募り、その提案に沿って氷床内部・底面
状態、氷床底地質・環境、大陸進化・分
裂に関する研究計画が紹介された。将来
的な展望として、日本独自のヘリコプタ
ーによる重力観測や、氷床基盤地形作成
に関する提案も示された。また、設営関
係の現在の準備状況なども示された。
総合討論では、今回の共同観測計画の
主体性に関する問題、外国共同研究のあ
り方、将来の航空機観測の展望などの議
自律型模型航空機
から何をめざして開発すべきか、などに
ついて情報交換を行い、南極観測での利
用について論議された。
自律型模型航空機はヘリコプター、カ
イトプレーン、それに飛行機に分類され
る。自律型ヘリコプターは数社で製作さ
れ、農薬散布や火山噴火の写真撮影など
に使用されている。20kgの物資を搭載
できるが、かなり大がかりな付帯設備が
必要である。カイトプレーンは凧にエン
ジンをつけたもので、簡単に離着陸が可
能で、風が弱ければ安定した飛行ができ、
写真撮影や大気採集・気象観測などに使
用されている。飛行機については2機関
が開発中で、すでに100km以上の自律飛
行が実現している。また飛行機について
は、オーストラリアで製作されたエアロ
ゾンデとよばれる自律型飛行機による台
風の観察などの紹介もあり、自律型飛行
機への期待は、今後さまざまな分野に広
がるものと思われた。
南極観測では、ペンギンやアザラシの
調査、気象観測、磁場探査、ルート偵察、
軽量物資の輸送などに自律型無人機が期
待されている。自律型無人機を南極観測
に導入することは、今までの観測手法を
大きくかえ、安全で経済的な航空機観測
が気軽にできるというメリットがあり、極
地研として開発研究する価値は大きいと
思われた。（船木實：地学研究部門・助教授）
南極大陸を中心とした南極プレートの
構造と進化過程に関する地震学的研究を
進めていく上で、国際協力を踏まえた重
点的な研究テーマや観測手法について、
さまざまな討論を行った。参加者はアメ
リカを中心に世界中から幅広く参加し
（計97名）、わが国からは3名である。今
後10年間に南極内陸部での調査研究の柱
として、可搬型広帯域地震計によるアレ
イ観測（Antarctic Array）の検討がメイ
ンにあげられた。
調査目的をさらにしぼったプロジェクト
的観測（Program Oriented Experiment）
の1つとして、南極横断山脈から南極点
にかけて1400km長の測線上に、航空機
を利用して地震計を地上設置し、直下の
リソスフェア構造を調べる試みが開始さ
れた（TAMSEIS計画）。また、国際協
力の全体討論が行なわれ、現在宗谷海岸
においてJAREでモニタリング観測中の
広帯域地震計アレイ観測（GARNET）
は、局所的から地球規模スケールでの構
造や地球中心核といった深部解析を目的
としており、Antarctic Array計画に貢
献が可能である。今後も諸外国全体の経
過を見守りつつ、協力できることがらは
積極的に取り組みたい。
（金尾政紀：地学研究部門・助手）
望」を、3月31日に当研究所で行なった。
衛星および現地観測の成果、計画など計
13の話題が提供された。衛星と同期させ
た検証実験を中心に、積雪を含む海氷の
諸特性の把握が進められている。海氷の
種類や消長の特徴は海域によって異なる
が、現象の本質を見出すためにオホーツ
ク海や北極域の研究も紹介された。また、
リュツォ・ホルム湾の氷状は、物資輸送
や夏期観測にも影響することから、砕氷
航行支援のための衛星データ活用の可能
性が検討されている。理学や工学、そし
て氷海オペレーションなど相補的な発展
も期待され、観測プラットフォームとし
ての「しらせ」の活用、衛星リモートセ
ンシングに即した海氷用語の必要性など
について意見交換した。30名以上（11機
関）の参加は、研究者コミュニティの広
がりを感じさせるもので、今後の発展に
向けて貴重な足がかりとなった。
図はリュツォ・ホルム湾のNOAA衛
星画像。湾中央部の海氷が流出している
（☆印は昭和基地〈2003年6月26日、第44
次観測隊受信〉）。
（牛尾収輝：北極圏環境研究センタ ・ー助手）
観測を行う。
主な活動計画としては、宙空系の無人
磁力計による地磁気多点観測、オゾンホ
ール回復期におけるオゾンゾンデ集中観
測、気水圏系のドームふじ観測拠点にお
ける深層コア掘削、成層圏大気のクライ
オサンプリングによる回収気球実験、地
学系のリュツォ・ホルム湾露岩域の地形
調査、超伝導重力計観測、生物・医学系
の湖沼生態系の構造とその変遷に関する
観測等を行う。
設営面では、インテルサット通信設備
の設置工事、300kVA発電機のオーバーホ
ール、送油管の配管等を予定している。
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平均気温（℃） 
最高気温（℃） 
最低気温（℃） 
平均気圧・海面（hPa） 
平均蒸気圧（hPa） 
平均相対湿度（%） 
平均風速（m/s） 
最大風速・10分間平均（m/s） 
最大瞬間風速（m/s） 
平均雲量 
2003年 2003年 
昭和基地 ドームふじ観測拠点 
4月 5月 
-7.7
-1.7（12日） 
-22.6（10日）  
979.3
2.7
76
9.1
32.6
41.0
8.4  
-12.9
-4.8（28日） 
-26.3（20日）  
988.2
1.8
73
7.9
31.8
40.5
8.0 
4月 5月 
-62.2
-44.9（13日） 
-74.4（25日）  
592.5
─ 
─
6.3
9.6
10.2
3.8 
-63.6
-47.9（8日） 
-76.1（12日）  
593.9
─
─
6.9
12.1
14.8
3.0  
昭和基地／ドームふじ観測拠点月別気象状況 
4月10日に--70℃を突破し、5月12日には
--76.1℃に達した。4月27日からは極夜が始
まり、本格的に厳しい越冬生活に入った。
観測・設営面では深層掘削観測の準備
作業、オーロラ観測が順調に行われている。
生活面ではドームふじ大学の開講、オ
ーロラ撮影会、かいわれ、もやしの栽培
などを行い、明るく楽しい雰囲気で越冬
生活を続けている。
五十嵐研究支援推進員の話に熱心にメモを取る河内
長野市立東中学の生徒たち
神山教授による氷の実験。南極の氷は過去の地球環
境を知る「タイムカプセル」と解説。
昭和基地から
4月19日に44次隊初のブリザード（B級）
が襲来した。この影響で、結氷していた
オングル海峡が再び水開きとなった。一
方、陸上は積雪により、白一色の雪景色
となった。
5月に入ると低気圧が周期的に接近し、
不安定な天候が続いた。27日から29日に
かけては44次隊初のA級ブリザードが襲
来した。
オングル海峡の海氷は4月下旬以降再
び結氷し、その後は流れることなく成長
し、海氷状況は落ち着いてきた。これに
より、制限してきた海氷上の作業も再開
し、滑走路・誘導路の整備、ルート工作
などが行われた。
観測面は定常観測、モニタリング研究
観測、プロジェクト研究観測とも順調に経
過している。気水圏部門では航空機を用
いて、二酸化炭素濃度鉛直分布観測と大
気採取を行った。気象部門では気水圏部
門と合同でオゾンゾンデの飛翔を行った。
設営面では各部門とも順調に日々の業
務を行っている。
生活面では南極大学各種のスポーツ大
会、誕生会などを催し、親睦を深め、全
員元気に極夜を迎えた。
ドームふじ観測拠点から
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POLARPUBLICITY
1956年に日本の南極観測を始めるにあたっては、朝日新聞社の強力な後援活動が必
要でした。このような経緯からまもなく南極観測50周年を迎えることを記念して、国
立極地研究所と共催で関東圏の小中学生を対象にした「朝日南極教室」を5月から来
年4月まで毎月1回の予定で、東京都中央区築地の東京本社で開催しています。教室で
は観測隊関係者による講演と記録映画上映で南極の様子や観測を紹介します。
毎月の予定は、朝日新聞の社告で案内し参加者を募っています。
朝日南極教室を開催
4月18日、青森県八戸市立根城中学校の生徒11名が、6月5日には大阪府河内長野市
立東中学校の生徒が、修学旅行の自主研究の一環として極地研究所を見学に訪れ、地
球環境や南極観測についての学習をしました。後日、生徒さんたちからお礼のお便り
が届きましたので、その一部をご紹介します。
「拝啓　東京の暑さとはうってかわり、八戸では今、桜が咲いている頃で少し肌寒い頃で
もあります。（中略）先日はお忙しい中、僕たちのために貴重なお話をありがとうございま
した。僕たちは国立極地研究所に行って、現在の地球の環境のこと、たとえばオゾン層を破
壊するものの原因のこと、温暖化についてのことなどがよくわかりました。また僕たちは今
の環境問題に目を向けて、改善していかなければいけないと思いました。（後略）」
（八戸根城中学校3年　杉澤宏樹さん）
「（前略）今回の見学で、何も知識をもっていなかった僕たちに、わかりやすく指導してく
ださったおかげで、普段日常でふれることのできない未知の世界、南極についての新鮮な発
見を得ることができました。一番印象に残ったのは、数万年前の氷です。普通の氷と見た目
からして全然違い、水に入れると音を出し、とても神秘的でした。一生に一度きりの貴重な
体験をさせてもらい、とても嬉しかったです。（後略）」
（大阪府河内長野市立東中学校3年　阪口慎吾さん ほか）
4月19日（土）、科学技術週間に呼応して、極地研講堂において公開講演会「白い大陸
からのメッセージ」（総合研究大学院大学共催、板橋区教育委員会後援）が開催されま
した。
この催しは、南極観測や極地研の研究活動の成果を社会へ広く還元するとともに、地
域との交流を目的としたもので、小・中学生、一般市民など50名の参加者がありました。
板橋区立金沢小学校の児童代表と越冬隊とのＴＶ電話交信、3月に帰国した神山第
43次越冬隊長による最新の南極情報を盛りこんだ講演、記録映画の上映、広報委員の
説明による展示ホールの見学会が行われ、好評を得ました。
第45次南極地域観測隊員
54名が決定
5月17日に行われた、渡B国立極地研究所長による
「南極ってどんなとこ？」と題した講演の様子。
中学校生徒が見学
第45次南極地域観測隊
夏期総合訓練を実施
6月23日から27日までの5日間にわた
り、長野県の文部科学省菅平高原体育研
究場において、第45次南極地域観測隊夏
期総合訓練を実施した。
今回の訓練には、隊員、講師、並びに関
係者ら総勢91名が参加し、南極観測事業
の沿革、環境保護に関する法令、設営、
廃棄物処理、安全対策技術、南極での健
康管理や生活など幅広い内容の講義が行
われた。
また、各関連部門ごとに分かれての分
科会や全体会議において、観測・設営計
画の発表やディスカッションが行われ、
相互理解を深めるとともに問題点の検討
も行われた。
さらに、東京消防庁の講師による初期
消火訓練、救急救命講習などの実地訓練
が行われ、全員が真剣に取り組んだ。
今秋11月28日に出発を予定している第
45次南極地域観測隊員62名（越冬隊40名、
夏隊22名）のうち、既に決定している隊長
兼夏隊長及び副隊長兼越冬隊長を除く54
名が、6月18日に開催された第122回南極
地域観測統合推進本部総会において決定、
同日報道発表された。なお、残る6名及び
外国基地派遣者3名については、現在選考
中である。
第45次隊は、定常観測を継続する他、宙
空系、気水圏系、地学系、生物・医学系の
プロジェクト及びモニタリングの各研究
公開講演会開催
11月28日 第45次観測隊出発
12月4日～5日 第26回極域生物シンポジウム
●南極資料 Vol.46, No.2A
「南極昭和基地建物の耐久試験結果」
昭和基地は、1957年に第1次隊が木質プレフ
ァブリケイションシステムを主とした建物4棟
（日本初のプレハブ建物）を建設し開設した。そ
の後、順次増設されたが、基地整備計画で更新
された、第1次隊の無電棟（築後40年）と第10次
隊の第10居住棟（築後29年）を復元可能な状態で
解体し、供試体として持ち帰り、研究機関およ
び研究者により経年変化に関する諸試験を行っ
た。この巻では、諸試験の木質パネル、鋼材、
私が関心をもっているのは、アフリカから南極にかけて分布するグレンビル期
造山帯、パンアフリカン造山帯の研究です。また、ゴンドワナ大陸が解体したと
きに活動したカルー火成岩体の研究や、最近ではアラブ首長国連合のオフィオラ
イトの研究もしています。
昨年、北東モザンビークで極地研と共同で地質調査をしましたが、今回はその
際に採集した岩石の年代を決定するために来ました。南東アフリカと南極の地質
学的関係は、ゴンドワナ大陸の形成史を研究するうえで重要なテーマですので、
極地研との共同研究が長くつづくことを願っています。
今回の日本訪問は3度目になりますが、来るたびに私の母国の南アフリカとは
対照的な日本の文化に深い関心をもつようになりました。両国の交流が発展する
ことを願っています。
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『南極観測船ふじ』は昭和40年（1965）から18年間活躍した砕
氷船で、昭和60年（1985）から名古屋港ガーデンふ頭に永久係留
してあり、「南極の博物館」として当時の姿のまま保存されていま
す。「ふじ」展示は、隣接する名古屋港ポートビル3Fにある『名
古屋海洋博物館』に対する実物資料として、正しい海事思想の普
及と海への限りないロマンを与えることを目的としており、生き
た教材として船を体験していただこうというものです。
展示の役割は大きく分けて二つ。一つは、現役で活躍中（航海
中）の頃の姿をそのまま再現した船内の様子を紹介し、観測船
（砕氷船）という特殊船の構造や輸送手段としての船の役割を理
解していただきます。二つ目は、南極の自然や南極観測の意義な
どを紹介することにより、わが国の南極観測事業を理解していた
だきます。
主な展示物は、ヘリコプター格納庫（241m2）を改造した展示
室に南極の自然、歴史、観測の様子、昭和基地での暮らしを、ジ
オラマ、写真パネル、映像等で紹介しています。実物資料として、
南極から持ち帰った氷や岩石、火山弾、雪上車などを展示してい
ます。 〔（財）名古屋港文化センタ ・ー名古屋海洋博物館
「南極観測船ふじ」山下博道〕
2
名古屋海洋博物館
「南極観測船ふじ」
〒455-0033
名古屋市港区港町1-9
TEL（052）-652-1111 FAX（052）-661-8646
ホームページ
http://www.nagoyakoubunkacenta.or.jp/
昇任
小達恒夫 研究系教授
（研究系助教授）
土井浩一郎 南極圏環境モニタリング
研究センター助教授
（南極圏環境モニタリング研究センター 助手）
6月 7日 講演と映画の会（埼玉工業大学）
6月16日 運営協議員会
6月18日 南極本部総会
6月20日 第1回極域科学公開シンポジウム
6月23日～27日第45次観測隊夏期総合訓練（菅平）
6月26日 顧問会議
7月 7日 隊員室開き
7月21日 講演と映画の会（岐阜県高山市）
7月31日～ 第27回極域における電離圏
8月 1日 磁気圏総合観測シンポジウム
8月25日 第2回極域科学公開シンポジウム
9月 3日～5日 国際隕石シンポジウム
9月10日 評議員会
9月25日 運営協議員会
9月27日 講演と映画の会（愛知県碧南市）
10月16日～17日 第23回南極地学シンポジウム
11月13日 南極本部総会
11月14日 しらせ出航
11月19日～20日 第26回極域気水圏シンポジウム
コーキング材、基礎コンクリート、実大火災実
験など11編の論文が収録されている。
● Antarctic Meteorite Resarch No.16
14編の掲載。まず6編は、第41次南極観測隊
により、やまと山脈周辺の青氷帯において発見
された火星起源の隕石「やまとナクライト」と
いう火成岩に関するものである。この隕石に関
する研究計画の申請が国内外30件を越し、その
一部が最初の論文として報告された。
ナクライトは、南極地域で発見された火星隕
石中、最大で、合計14kgもある。同位体年代学
研究によると、この隕石は、約13億年前に起こ
った火星での火成活動により形成されたとされ
る。岩石鉱物学的研究から、含水鉱物が発見さ
れ、約6億年前に火星表面で水質変成作用を受
けたために形成された可能性がある。含水鉱物
の存在は、火星の表面には水があったという直
接的な証拠になる。また、希ガスの研究から、
やまとナクライトは南極以外の地域で発見され
た火星隕石のいくつかといっしょに、火星の同
じ場所から１回の隕石衝突により飛び出して地
球に飛来したと結論された。他には、月や小惑
星起源の岩石の岩石学的研究、小惑星の分光学
的研究成果、宇宙塵、そして、鉄隕石の磁気的
な性質に関する論文を掲載している。
人事異動（平成15年7月1日付け）
極地研カレンダー
近刊紹介
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来訪 
研究員 
V i s i t i n g  R e s e a r c h e r s
野外観測の様子を
再現したジオラマ
記録映画『南極の詩』完成
第42次日本南極地域観測隊映像担当隊員として撮影してき
た16mm映画、『南極の詩』が完成しました。越冬中に撮影
したフィルムは約11時間。音収録を含むビデオ収録時間は、
130時間にもおよびました。
その膨大な映像や音声を整理・編集するたびに、現地のさ
まざまな光景がよみがえってきました。しらせ船首から望む
南極大陸の大パノラマ。白をイメージして降り立ったせいか、
殺風景に思えた露岩の昭和基地。越冬したことで知った太陽
と南極とのかかわりなど。季節や太陽の位置で、昭和基地も
表情が変化していきます。南極は24時間、目がはなせない場
所だとつくづく感じました。
冬明け間もない内陸旅行では、氷の世界のすごさを知るこ
とができました。－60℃の中での機材の耐寒対策。また、撮
影時の防寒対策など……、試行錯誤の連続でした。とくに、
また、20数年映像界にいて初めて経験したフィルムの撮り
貯め。約11時間分の16mmフィルムを約1年半、現像もせず
に冷凍庫保存していることは、私にとって相当のプレッシ
ャ－でしたが、南極ならではの貴重な体験となりました。
映画『南極の詩』は、観測隊の一員として色々な体験をし
ながら撮影した南極の1年の記録です。子どもたちを含む多
くの人々に、少しでも南極や地球に興味をもっていただけれ
ば幸いです。 （第42次観測隊映像担当 田中敬子）
南極の昭和基地は、今年からNHKで生中継されるように
なり、より身近な存在になりましたが、まだまだ未知の世界
です。新作『南極の詩』は、これまでに制作された南極の記
録映画や大ヒットした劇場映画の『南極物語』とは異なり、
女性の繊細なキャメラ・アイで撮影された映像詩として制作
されています。
ほとんどのカットに現地で録音されたサウンドが生かされ
ており、各シーンの研究者による解説と相まって、臨場感あ
ふれる画面構成となり、30分のすばらしいドキュメンタリー
作品に仕上がっています。
たくさんの方々に御供覧いただき、南極を体感していただ
きたいと願っています。
（広報委員会映画制作作業委員　平野光徳）
Council for Geoscience（南
アフリカ地質調査所）主任研究
員。専門は変成岩岩石学。南極
ドロニングモードランドの地質
学的研究で学位を取得。プレト
リア大学助教授を経て、現職に。
日本学術振興会の招きで、6月
29日まで滞在。
Geoff H. Grantham
ジェフ・H・グランサム
今でも思い出すのが、風速20
ｍのブリザードの中でのドラ
ム缶デポ作業です。ファイン
ダーをのぞくのもやっととい
う撮影は、風吹雪く白い雪一
色で、映像におさめられてい
ないのではと不安に思うほど
の状況でした。
南極観測船とポートビル
編 集 後 記
中途半端な夏が過ぎて秋の気
配が漂い、冷害も報告されて
いる。ただ、春に帰国した観
測隊員にとって例年の夏の暑
さは南極の極寒に慣れた身体
にひどくこたえるものなの
で、今年は比較的楽であった
に違いない。 （堤 雅基）
オーロラのスペクトル観測
極夜の天空に舞い狂うオーロラは、その華麗な美しさで人
を魅了するとともに、地球周辺の電磁気的な状況を高度百
km以上の超高層大気をスクリーンとして映し出す宇宙現象
でもある。オーロラでは、加速されて高いエネルギーを持っ
た電子が磁力線に沿って極地上空に向かって入射し、希薄な
超高層の大気粒子に衝突し発光が引き起こされている。発光
する大気粒子によって色すなわち波長が異なり、また入射電
子のエネルギーによって波長間の強度比が異なる。そこで、
さまざまな波長で発光するオーロラのスペクトル線の強度を
同時に観測することができれば入射電子の性質に迫ることが
できる。
このアイディアのもとに極地研の超高層グループでは、地
磁気子午線に沿った全天のオーロラを対象としたスペクトル
を観測できるオーロラスペクトログラフを開発し、2000年冬
よりスピッツベルゲン島ロングイヤービエンで観測を行って
いる。この観測地点は冬期には完全な極夜となり、昼間でも
オーロラ観測が可能な世界でも数少ない観測点の1つである。
観測が始まってわかったことは、昼間（といっても空は暗
いが）の電離圏高度で酸素イオンが波長732.5nmの発光を
高い頻度で行っていることである。一方、極域では酸素イオ
ンなどの重いイオンが上空に向かってしばしば流出現象を起
こしていることがレーダー観測などからわかっている。われ
われのオーロラスペクトル観測場所から数kmの地点には、
電離圏観測用の欧州非干渉散乱レーダー（EISCAT）の1つ
として極地研が運用に参加しているESRレーダーが稼働し
ている。そこで光と電波の同時観測データを調べた結果、ま
さにイオン上昇と酸素イオンオーロラ発光は同時に起こって
いることがわかった。何が2つの現象の共通の原因で、何が
異なる結果を引き起こしているかを探るのがこれからの課題
である。 （岡野章一：東北大学大学院理学研究科・教授）
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●極域科学専攻には、平成15
年度は気水圏分野新入生1名
が入学し、昨年10月の地学分
野の入学者1名を合わせて現
在の極域科学専攻の院生は16
名となった。分野別では、生
物学5名、地学6名、気水圏3
名、超高層物理学2名である。
●国立大学を国の組織から独
立した法人に移行させる国立
大学法人法が7月に成立し、
2004年4月から実施される。
89の国立大学の中でも特色あ
るわが総合研究大学院大学
は、現在14の大学共同利用機
関（18研究所等）を基盤機関
として、4研究科22専攻にお
いて教育研究を行っている
が、基盤機関も大学共同利用
機関法人としての4研究機構
などに再編されることから、
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表紙の写真：ドームふじ観測拠点の全天カメラが捉えた多重オーロラスパイラル。衛星通
信アンテナや雪面下にある基地建物への出入り口などがオーロラに照らし出されている。
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2000年12月8日世界時7時56分に観測されたオーロラスペクトル。地磁
気子午線に沿った南北方向のオーロラ発光の強度が波長に対して示され
ている（図の上端が地磁気の北水平線）。波長557.7nmおよび
630.0nm, 636.4nmの発光は酸素原子によるもので、波長732.5nmに
酸素イオンによる発光が天頂付近に見られる。
法人化に向けて、小平桂一学
長のもと、中期目標・計画、組
織・制度や規定の策定・整備
などをはじめ、さまざまな取
り組みがはじめられている。
●今年度より数物科学研究科
に宇宙科学研究所を基盤機関
とする宇宙科学専攻が新設さ
れた。なお、同研究所は本年
10月に独立行政法人宇宙航空
研究開発機構の宇宙科学本部
に移行の予定である。
（麻生武彦・極域科学専攻・教授）
